
港湾計画・港湾整備事業評価等に関する調査・検討
ニュージェックでは、全国の港湾計画や長期構想、港湾整備事業評価等に関す
る調査・検討を行っています。統計解析や企業ヒアリングによって、港湾で取り扱う
貨物（コンテナ貨物やバラ貨物）の現状把握と将来の需要推計を行い、港湾
整備によって発現する便益を計測し、投資効果を評価します。大型クルーズ船の
誘致、高規格コンテナターミナルや洋上風力発電基地港の整備、カーボンニュー
トラルポート形成方策等、最新のトピックスにも積極的に取り組んでいます。

 コンテナターミナルを出入りする車
両やガントリークレーン、門型クレー
ン等の動きをモデル化し、仮想空
間の中で動かします。貨物量に対
してターミナルの能力が低いと、
ゲート待ち渋滞等が発生します。

 ヤードの配置やクレーンの導入基
数、入出場ゲート数等を変数とし
て、最適なヤード配置やゲート数
等の設定を提案します。
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※高規格国際コンテナターミナルにおける交通流シミュレーションのフロー（中央）とシミュレーション結果の一例（右下）です。

・コンテナ取扱量（本船荷役個数）
・バースウインドウ
・GC基数と荷役能力
・1ギャングの構内シャーシ台数

・将来レイアウト（スロット数等）
・RTG基数と荷役能力
・構内/外来シャーシの動線
・高度化される港湾荷役機能

本船荷役 ヤード荷役

・外来シャーシの発生台数
・レーン数とゲート処理能力
・待機エリアとゲートまでの動線

ゲート処理

将来の外貿コンテナ取扱量152万TEU

想定便数

1便あたりのコ
ンテナ取扱個数

任意の1週間のバースウインドウを
設定

1日のコンテナ船の入港時間や
本船荷役個数を決定

各GCの割り付け・本船荷役開始時間
の決定

GC基数・能力

1ｷﾞｬﾝｸﾞあたり構
内シャーシ台数

予測シミュレーションの実施

将来レイアウト
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フレームモデル構築
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各種動線

時間あたり交通量調査

待機台数

外来シャーシ発生台数
時間帯別発生頻度

待機時間

通過台数

暫定的なゲートレーン
数の設定

処理能力

ゲート前待機
エリアと動線

RTG基数等を変数としたパラスタ

最適なレーン数の決定
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撮影NEWJEC

※図は、事業実施（岸壁整備）によって大型船が直接寄港できるようになり、海上輸送コストが削減されることを説明しています。

＜具体的な実施例＞
 港湾統計等の各種統計分析や
企業ヒアリング調査によって、対象
港湾での取扱貨物量や寄港する
船の船型、頻度等を把握します。

 現地踏査とUAV空撮によって、岸
壁や背後ヤード等の現在の利用
状況を把握します。

 将来の取扱貨物量に対する需要
推計を行い、想定される船型や寄
港頻度からバースウインドウを作成
し、港湾整備によって新たに発現
する各種便益を計測します。

 費用便益分析によって港湾整備
の投資効果を評価し委員会に諮
る説明資料を作成します。

UAV撮影NEWJEC
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発注者 業務名 工期 キーワード

国土交通省 東北地方整備局
小名浜港湾事務所

相馬港整備効果検討業務 R1.07～
R2.03

国際物流ターミナル、静穏度解析、国際
バルク戦略港湾との連携、局長表彰

国土交通省 関東地方整備局
千葉港湾事務所

千葉港千葉中央地区国際物流
ターミナル再編事業検討業務

R1.07～
R2.03

複合一貫輸送ターミナル、耐震強化岸壁
設計、静穏度解析、事務所長表彰

国土交通省 四国地方整備局
高松港湾・空港整備事務所

高松港朝日地区整備効果検討
業務

R1.09～
R2.02

フェリー貨物、複合一貫輸送ターミナルの
新規事業採択、局長表彰

国土交通省 中部地方整備局
本局港湾空港部

高規格ユニットロードターミナル形成
方策検討業務

R3.11～
R4.03

PORT2030、高規格ユニットロードターミナ
ル、GPS調査、港湾AI技術

内閣府 沖縄総合事務局
那覇港湾・空港整備事務所務局

中城湾港事業評価業務 R3.04～
R4.03

国際物流ターミナル、ROROバース、滞船
シミュレーション、事務所長表彰

山形県
港湾事務所

酒田港港湾計画（一部変更）
策定業務委託

R3.10～
R4.03

洋上風力発電基地港湾、港湾計画の一
部変更、土地利用計画、護岸整備

石川県
土木部港湾課

金沢港・七尾港カーボンニュートラ
ルポート形成計画策定業務委託

R4.08～
R5.05

カーボンニュートラルポート、CO2排出量調
査、アンケート調査、ヒアリング調査、水素
需要量推計、CNP形成方策検討

国土交通省 近畿地方整備局
港湾空港部

神戸港荷さばき地内施設配置計
画等検討業務

R04.08～
R05.03

国際コンテナ戦略港湾、ターミナルレイアウ
ト、交通流シミュレーション、ゲート配置検
討、渋滞長分析

国土交通省 関東地方整備局
京浜港湾事務所

令和４年度 横浜港における整
備効果検討業務

R04.05～
R05.03

国際コンテナ戦略港湾、再編整備事業、
カスケード分析、局長表彰

国土交通省 中国地方整備局
広島港湾・空港整備事務所

管内港湾整備効果検討業務 R04.05～
R05.01

国際物流ターミナル整備事業、ふ頭再編
改良事業、事務所長表彰

・無人航空機（UAV）による沿岸施設の測量・撮影及び健全度評価
・水中ドローンによる施設（水中部）の現況の撮影と健全度評価
・地中レーダ探査機による岸壁のエプロン下の空洞調査と解析・評価
・伸縮ロッド式遠隔操作カメラによる部材の撮影（水中部も含む）と評価
・ナローマルチビーム測深機による海底地盤形状の調査と健全度評価

・鋼構造物（鋼管矢板・鋼矢板・鋼管杭）の補修方法の選定とLCC比較検討
・コンクリート構造物の補修方法の選定とLCC比較検討
・

お問い合わせ・ご質問につきましては以下までお願いいたします

https://www.newjec.co.jp
TEL. 03-5628-7381 港湾・海岸グループ統括 平井 俊之

Mail: hiraits@newjec.co.jp

◆◆ 港湾計画チームが提案する具体的な技術

提案する具体的な技術と業務実績

◆◆ 港湾計画チームの主な業務実績

・総合建設コンサルタントの強みを活かす横連携
（臨港道路：道路G、コンテナターミナル共通ゲート：建築G、CNP：地球環境G・再生エネルギーG）
・各種企業ヒアリング調査（船社、港運会社、陸運会社、荷主、港湾利用者等）
・港湾計画の改訂・変更（一部変更、軽易な変更等）
・長期構想検討
・各種事業評価検討業務（新規採択、再評価及び事後評価）

・無人航空機（UAV）による港湾施設の撮影、3次元画像の作成
・滞船シミュレーションを用いた滞船緩和検討
・カスケード分析による船舶大型化検討
・GPS追跡調査による港湾利用車両の動線把握と可視化
・交通流シミュレーションによる高規格コンテナターミナルの施設配置の最適化検討

https://www.newjec.co.jp/

	スライド番号 1
	スライド番号 2

